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 論文審査の結果の要旨
 坂本聡の論文は,ピンナトキシンAの全合成研究に関する五章から構成されている。海洋産のアルカ
 ロイドであるピンナトキシン類は,イワカワハゴロモガイに含まれる中毒原因物質で,カルシウムイオ
 ンチャネルに作用する。その化学構造は独特のドーナッツ型環状構造を有する。すなわち,27員環炭素
 環状構造,ビススピロアセタール,4級不斉炭素を有するスピロ環状イミン等を持つことから,現代有
 機合成化学の合成標的として,化学構造と機能の相関を研究する対象としても極めて興味深い。著者は,
 ピンナトキシン類の収束的一般合成法の開発を目的として,ピンナトキシンAの全合成を検討し,イミン
 を除くすべての官能基と炭素を備えたピンナトキシンAの立体選択的合成を達成した。
 第一章では,ピンナトキシン類の構造と化学的性質,生物活性,および構造活性相関研究を視野に入
 れた収束的全合成研究一ヒの解決すべき問題について概説した。
 第二章では,ピンナトキシン類に共通するBCD環ビススピロアセタール構造を立体選択的に合成する
 手法を開発した。
 第三章では,関連研究者が採用しているDlels-Alder反応を用いず,4級不斉炭素を含むAEFG環フラグ
 メントを完全に立体化学を制御して構築する独自の方法を確立した。
 第四章では,BCD環ビススピロアセタールとAEFG環フラグメントを連結した後,2個のビニル基近傍
 の水酸基を保護せずにおけば27員環炭素環状構造を閉環オレフィンメタセシス反応によって高収率で構
 築できることを見いだした。この27員環構築法は,ピンナトキシン類合成に有用な■一一一般的合成法である
 と期待される。さらに,27員環化合物を環状イミン前駆体に変換することに成功し,全合成をほぼ完成
 した。
 第五章では,著者の研究成果を総括した。
 以上,本研究は,有機合成化学および天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので,著者が自
 立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。従って,坂本聡提
 出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める、
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